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[i!}類名} 刊行物等縫出D

[箆理#号} TOSHO-1 

[提出日1 平成 17年4月18日

{あて先} 特野庁長官J1

[:事件の表示]

[t!:lli番号] 特績2001-564025

[1担額公表番号] 4寺表2004-504652

[提出者]

[段別番号] 391029141 

[住所又は居所1 東京都中央区日本 I~兜町Z 呑 1 号

[氏名又は名称] 株式会社東京証券取引所

11"¥:忍人]

li量B1l番号] 100083805 

{穿理土}

{氏名叉iま名称] 三好努和

[tsii舌醤号] 03-3504-3075 

{選任した代理人]

[ ，担別番号] 100109380 

[弁連土}

{氏名又は名称] 小西窓

[ 1量出する刊行物等]

1. r次期先物オプション禿質システム参加宥説明会資料J平成 9年(1 9 9 7年}

9月

2. r先物/オプション禿貧システム取引用端末操作要領J1 9 9 8年8月(初飯}

3. r東京証券取引所50年史資料集 制度縞J2， 0 0 0年 7月318 

強 rシステム訂疋の通知文I

{提出の理由}

( 1 )鎗給

1. :<1::顧の錆*.1賓1、8および151こ係る発明1;1‘いずれも、特許法29条第 l項
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第3号ないし第 2項の拒絶理出を有するものであるから、特許法施行規則 13条の

2第 1項第 2号所定の情報提供理由が存する.本願の請求項 11;:従属する諮求項Z

ないし 7、E青求項 Bに従属する請求項 9ないし 14、請求項 151ご従腐する藷求項

1 6ないし 21 I士、いずれも特許法 29条第 2項の拒絶理由を有するものであるか

ら、特許法施行規則 13条の 2第 1項第2号所定の情報提供理由が存する。

n.本願の誇求項 22、29および35 1::係る発明l立、いずれも、特許法 29条第

l項第3号ないし第 2項の拒絶理由を有するものであるから、特許法施行続則 13 

条の 2第 1項第 2号所定の情報提供理由が存する.本願の請求項 22に従属する筒

求項 23ないし 28‘請求項 29 Iご従隠する官官求項30ないし 34、請求項 35に

従属するE青求項 36ないし 40は、いずれも特許法 29条第 2項の拒絶選出を有す

るものであるから、特許法施行規則 13条の 2第 1項第 2号所定の情報提供理由が

存ずる.

(2 )本願の諾求項 1.8および 15に係る発明、ならびに請求項 22、29およ

び35に係る発明の目的および効果

本願の請求項 1.8および 151こ係る発明(以下、 「本顧発明 1Jという.) I立、

明細書段落 [0009)、 (0010)、 [0 0 2 2)の記載からみて、商品取引

スクリーン上で、商品の価格フィールドおよび取引量フィールドの急速な変化があ

る場合において、商品の取引の勤向およびその他の特性を直観的かつ容易 l亡理解可

能とすることにより、トレーダが取引を発注するのに要する時間を劇的に短縮し、

これによりトレーダの注文が所望の価格および所望の取引皐で満たされる可能性

を高める ζ とを目的および効果としており‘

本願の請求項 22.29および35 1::係る発明(以下、 f本原発明 2Jという.) 

は、上記本願発明 1のB的および効果1;:加え、さらに、明細委設A[0015)等

の記載からみて、商品の取引の動向およびその他の特性を把握した後、単一のj栄作

での迅速な取引の発注を可能とすることを目的および効系としている。

(3 )本願発明 1の要旨

そして、上記目的および効果を達成するために、本殿発明 1は、下記の特許諸求

の範留の諸求項 1、Bおよび 15に記殺したところを要旨としている。

r (請求項 1) 

。
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電子表示装置上に市場で取引される商品の市場深疫を表示する方法であって、

前Ne!~苦品に関する前記市患における複数の買いを動的に表示することと、

前記商品1;:隠する前記市場における複数の売りを動的に表示することと、

前記複数の買いに対応する価格および前記複数の売りに対する価格を静的

に表示することとを含み、

前記複数の買いおよび前記複数の売りが、対応する価格と揃えられて勤約に

表示する方法.

[請求項 8J 

T甘壊で取引される商品の市場深度を表示するためにコンビュータ上で実行

されるためのプログラム・コードが記録されているコンビュータで読み取り可

能な記録媒体であって、

前記潟品に関する前記市場における複数の買いを動的に表示するための第

1のプログラム・コードと、

前記商品に関する前記市場における複数の売りを動的に表示するためのー第

2のプログラム・コードと、

前記筏数の買いに対応する価格および前記技数の売りに対応する価格を静

的 1;:表示するための第 3のプログラム・コードとを含み、

前記複数の畏いおよび官官記複数の売りが、対応する価格と揃えられて動的に

表示される、コンピュータで読み取り可能な記録媒体.

[請求項 15] 

市場で取引される商品の市場深度を表示するためのグラフイカル・ユーザ・

インターフェースであって、

前記商品に関する前記市場における複数の買いの動的表示と、

前記荷品iこ関する前記市場における複数の売りの動的表示と、

前記複数の貿いに対応する価格および前記複数の売りに対応する価格の静

的表示とを含み、

前記複数の買いおよび前記複数の売りが、対応する価格と獲列して動的に表

示されるグラフイカル・ユーザ・インターフェース. J 

( 4 )提出 iこ係る刊行物の記絞内容および本原発明 1との対比

。
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1. f次期先物オプション売買システム参加者説明会資料J

「次期先物オプション売買システム参加者説明会資料J (以下、 f刊行物 1Jと

いう. )には、

i) f東証先物/オプション売買システムJと函llii左上に表示された函面総成を有

する、 Windows等をosとして搭絵する汎用 PCである取引用端末と(刊行

物 1、第 4頁‘ f (1)取引用端末機能、 a基本磁笛構成及び操作方法J)、注文

値段が濁面中心1;::配置された左右に、完りおよび買いの注文数量が該注文に対応す

る注文健設の左櫛および右櫛にそれぞれ整列されて表示されている様成(刊行物 1、

第 5頁 f板商面の表示内容{例:2分割板iiiii商の場合)Jにおける図}と、 (なお、

同図における注文値段の左欄が売りの注文数量であることは、同刊行物 1、同第 5

頁、 『気配画面の表示内容の図中、 2分割板商函で表示されている銘柄名 f長国 9

1 2 Jについて注文鐙段 f12695Jの直近左繍に数量 r2 2 Jと表示されてい

るのに対して、気配図面の図中、同銘柄悶値段について、数量 r2 2 Jが f売り気

配Jの数琵とじて表示されていることから、また同様に、板函iinの図における注文

値段の右欄が買いの注文数量であることは、同刊行物 l、第 7頁、 f (a)新規注

文入力Jの図において、右織の注文数量表示エリアをダブルクりックすると、次に

表示される新規注文入力ウインドウ中、 『売/買の別j椀に f買jを示す r3 Jが

自動入力されることから、それぞれ自明である.) 

ii )板画面および気配画面の双方において、 3秒間縞で自動更新表示が行なわれる

格成{刊行物 1、第 4頁、 f (l)取引用端末機能、 b分割板/気配菌ooJ第 3行

自)と、

ili)板商面において、注文値段が函函中心に表示されている構成(刊行物 1、第 5

頁、 f板函面の表示内容(例:2分割板画面の場合)Jにおける図)と

が顕示されている.

なお、 r 3秒間需で自動更新表示Jされると記耳まされている、刊行物1、第 5J室、

f板商菌の表示内容(例:2分割板画面の場合)Jにおける図において、 「注文値

段JI立、常に函面中心1;::配置される構成であって、該「注文値段Jに箆列する買い

数量および売り数量が参照される点において、数髭把握のための基準拠として機能

するものであり‘かっ「注文数量j とは異なり、 3秒間!高で頻繁にその値が変更さ
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れるべき特性のものでもないから、買いおよび売りに対して「注文数琵Jが f静的j

に表示される構成は、刊行物 1に示唆されている、なーいし少なくとも自明である.

また、本願古着求項 iこお ~t る『市場深度J とは、本願明級審 [00141 欄におい

て、 f潟品の市場潔度i立、市壌における現在の異{車および呼伎、ならびに買いの取

引量および売りの取引量である.Jと明確に定義されているところ、これらはすべ

て刊行物 1および後述する刊行物 2の向ー表示商面上に表示されるものとして記

載されている.

刊行物 1は、本願の最先の優先日ーである 20 0 0年3月2Bより日前の 19 9 7 

年(平成9年) 9月1::、東京証券取引所「次期先物/オプション売買システムjの

参加者に対する説明会において頒布された刊行物である(刊行物 l、表紙参照) . 

n. r先物/オプション売買システム取引用端末操作菜領J

「先物/オプション売買システム取引用端末操作要領J (以下、 f刊行物 2j と

いう. )には二

i) r東証先物/オプション充異システムj と函nii左上1;:表示された扇面構成を有

するクライアン卜端末である取引用端末と(刊行物2、2-1頁、 5-1頁 r5-

1メインウインドウj)、注文値段⑪がE富道中心に配置された左右i之、売りおよび

賢いの注文数量⑫が該注文に対応する注文値段の友欄およびお摘にそれぞれ整列

されて表示されている構成(刊行物 2、7-1 7頁r7-3-1板砲函の表示項目、

φ2分割板函笛Jにおける図、 7-2 1頁 f注文値段(成行.51成・指値)を表示

します.また、指値部分については、 2分割板額面は r2 0 値段J、4・6分割1fi:

E富菌は r7伎段Jを表示します. j )と、

(なお、同図における注文値段の左網が売りの注文数量であることおよび同右櫛が

買いの注文数量であることは、問刊行物2、7-2 2頁 f気配表示中は以下の符号

を、売気配の場合は値段の左側に、賀気配の場合は値段の右側に表示します.J等

の記殺から、自明である. ) 

ii )板画面および気配図面の双方において、 3秒間隔で自動更新表示が行なわれる

構成(刊行物 2、7-1頁 F第 7章 板/気配様殺の問い合わせについてj第4行

自)

iu)板商箇において、 「板表示中心値段Jが常に板中央部に表示するように板情報

Zζ 
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